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016471
-1

北海道 足寄町 大正４年４月、足寄太市街地で発生した火災により、消防組織の必要性を感じた
町民２氏が、帯広警察署池田分署長の協力のもと、足寄太火災予防組合（私設）
を設立した。組員３０人で組織され、町民の寄付による腕用ポンプ１台を配備し
て活動し、現在の足寄町の消防組織の始まりとなった。

足寄町史（仮）に掲載予定

024031
-1

青森県 百石町 百石在郷軍人会が、五カ年計画で不毛地である砂地地帯の明神下・横道地区に防
潮林・養魚林とした植林した林が、昭和8年3月3日の三陸大津波の際に同地区の
被害を最小限に食い止めることに役に立った。このことが、全額国庫負担の大防
潮林造営事業へのきっかけとなったといわれている。

百石町誌（下巻1147頁）

031-1 岩手県 山田町船越山の内部落は明治以前に集落の高地移動をしたため、明治及び三陸地
震津波の際、殆ど被災しなかった。〔山田町船越の伝説〕此の行者（役小角）
が、一日陸中の国船越に現われ、里人を集めて数々の不思議を示した後戒めて、
「卿等の村は向ふの丘のうえに建てよ。この海浜に建ててはならない。若し此の
戒めを守らなかったら、勿ち災害が起こるであらう。」といった。行者の奇跡に
魅せられた里人は能く此の教を守り、爾来千二百年間敢て之に背くやうなことを
しなかった。（鯰のたわごと・役小角と津浪除け）

三陸町史　第四巻津浪編
1989年　P426

044636
-1

宮城県 大崎市 「品井沼の干拓」　洪水を繰り返していた品井沼を、鎌田三之助を中心に様々な
治水事業を行った。

「草鞋村長　鎌田三之助展
示室」パンフレット（別添
のとおり）

061-1 山形県 直江石堤は、米沢市の南部にあり、最上川の上流松川の治水対策として作られた
大規模な人工の堤防である。慶長６年（１６０１年）直江兼続が上杉藩３０万石
の米沢入部に伴い、屯田制度による治水工事の一貫として実施したものである。
現在、長さ１．２㎞にわたって石堤が残っており、米沢を築いた先人の苦労と治
水の大切さを教えるものとして米沢市の史跡になっている。

米沢市教育委員会「直江石
堤発掘調査報告書」

062022
-1

山形県 米沢市 直江堤は米沢市南部の最上川上流に築かれた堤防である。慶長６年（１６０１
年）、上杉氏は会津１２０万石から米沢３０万石へ移封となるが、本城となった
米沢城下の整備を指揮したのが重臣直江兼続で、直江堤は拡張した城下を洪水か
ら守るために築いた堤防と言われ、何度か大雨によって決壊するが、改修され現
在の長さ１．２ｋｍにわたって石堤が残っており、米沢を築いた先人の苦労と治
水の大切さを教えるものとして米沢市の史跡になっている。また、堤防に沿って
配置された南原芳泉町、南原石垣町等の屯田集落は、街道警備および治水の役目
を担った。

日本ナショナルトラスト
「米沢の旧武家屋敷群」平
成６年発行

072036
-1

福島県 郡山市 平成１０年８月の水害では、長時間の高水位にさらされたものの破堤がなく、水
路からの溢水と内水による住家への浸水件数は低く抑えられている。このことは
浄化センター・ポンプ場の延べ運転時間が約２３０時間、配水総量は約２３４万
立方メートルにも達し、さらには排水ポンプ車による排水活動により全カ所の排
水が早々に完了したこと。

郡山市史　続編３

072036
-2

福島県 郡山市 明治２３（１８９０）年８月に福島県中通り地方に降った大雨により、鎌倉池
（現在の郡山市大槻町字矢地内に所在）の北側堤防が２０間にわたり決壊したた
め、村や地域住民が補修費を拠出して修理した。　また、明治３７（１９０４）
年には、南側堤防が１２間にわたり決壊したため、村や安積疏水組合、地域住民
が５４５円の補修費を拠出して修理した。　上記の状況を記録した碑が、鎌倉池
のほとりに大正７年に建立された。

・福島県災害誌
・郡山市史別巻

082171
-1

茨城県 取手市 昭和25年の小貝川堤防決壊による洪水災害の際、旧取出町への洪水を遮水するた
め、地元消防団を中心に、近隣町村及び千葉県側からの消防団の援助を受け、1
ｍ以上の高さで2ｍの幅に米俵の土のうを約250ｍから300ｍにわたり積み上げ人
工の堤防を築き、洪水被害の拡大を抑えることに成功した事例として語り継がれ
ている。

092011
-1

栃木県 宇都宮市 1724年（享保9）　五十里洪水で御用川が被害を受け，水利に関係のある４７か
村から人夫を動員して修復した。

宇都宮市史

092011
-2

栃木県 宇都宮市 1832年（天保3）　宇都宮藩度々の災害のため幕府から2,000両拝借 宇都宮市史

092011
-3

栃木県 宇都宮市 1902年（明治35）　県下未曾有の大暴風雨により、宇都宮市内小学校校舎の倒壊
あり。以降、小学校校舎の二階建てを禁止。

宇都宮市史

092011
-4

栃木県 宇都宮市 1923年（大正12）　関東大震災につき、青年団が東京に出動して罹災者の救助に
あたる。14師団帝都警備に出動。

宇都宮市史

092011
-5

栃木県 宇都宮市 1945年（昭和20）　宇都宮空襲の5日前，東京消防庁から戦時災害応援のため，
ポンプ車8台，消防官吏42名が派遣される。

宇都宮市史

092096
-1

栃木県 真岡市 元禄３年(1690）真岡の荒町の上町中百姓六兵衛宅から出火、２１軒焼失。翌元
禄４年(1691)同じ家から出火、１２４軒焼失。原因は下女「かめ」（１８歳）が
狐つきになって付火したためとされ、「かめ」は火あぶりに処せられ、主人六兵
衛や「かめ」の親にも罰則が及んだ。「久保六兵衛下女狐つき放火事件」と呼ば
れる。　この火災後に町内に防水があればと町の人が考え、道路中央に堀を掘る
ことを役人に願い出て認められた。堀幅三尺、水源は台町の勘右衛門持田の用水
よりとった。明治の初めまで用水はあったがその後交通の妨げとして埋められ
た。

・真岡市史第三巻　近世資
料編　附録「嘉永年間真岡
荒町家並・用心水之図」
（1985真岡市史編さん委員
会編　真岡市発行）※添付
資料３－１
・真岡市年表　１８ページ
（1987真岡市史編さん委員
会編　真岡市教育委員会発
行）
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092096
-2

栃木県 真岡市 明和年間、野火により、八条村は一村類焼、安永年間にも野火が出て、この村は
寛政年間には老人１人の村となった。他の村でも野火が頻繁におこり、各村で火
災を防ぐ取り決めがつくられた。　亀山村では寛政９(1797)年に火が出た時には
いつでも老いも若きもはせ集まり、消し止めることを申し合わせた。　伊勢崎村
では文政３(1820)年に代官の指示により、①林所持者が組になり、林に沿って刈
り払いをすること、②大野に焼切りという堀を造り、出火の際は村中が出てそこ
で延焼を食い止めること、③火付人を見つけたら捕え、銭五貫文の過料をとり、
見つけたものに与えることを取り決めている。

真岡市史第七巻　近世通史
編　218～219ページ（1988
真岡市史編さん委員会編
真岡市発行）

093-1 栃木県 昭和２４年１２月２６日８時１７分、栃木県今市町を震源に発生した震度６相当
と推定される今市地震は、死者・不明者１０人の大災害となった。今市町（現・
今市市）は過去２回の大火に遭っており火災に対する警戒心が強く、直後から消
防団及び町民が一斉に消火を呼びかけたため、最初の揺れの際にも、８時２７分
の２度目の震度６相当の揺れの際にも、１件の火災も発生することがなかった。

今市市総務部総務課：「復
刻版今市地方震災誌」1999
（初版は1950発行）

105210
-1

群馬県 板倉町 水害常習地域と言われた低湿地にある集落を守るため囲堤（かこみ堤）を作っ
た。江戸初期には、水奉行による囲堤を築き、その堤を守るための水防組合を作
り、水害に備えた。

・板倉町史（通史　上巻）
・板倉町史（別巻４）

110001
-1

埼玉県 埼玉県 利根川・荒川の両河川の洪水にしばしば見舞われていた本県では、明治43年の大
水害を期に埼玉治水会が結成され、両河川の改修を県議会を通じて国に働きかけ
た。特に荒川の改修・治水事業の推進に中心となって尽力した、現さいたま市
（旧大宮市）出身の県議斉藤裕美は、「治水翁」として著名である。荒川に架か
る治水橋のたもとには功績をたたえる頌徳碑が建っている。

・新編埼玉県史通史編５、
1988　p821-826
・通史編６、1989　p105-
106
・大宮市史　第４巻、1982
p475-476
・埼玉近代史研究会：埼玉
近代百年史（上）、1974
p72-79

110001
-2

埼玉県 埼玉県 徳川家康の関東入国後、関東郡代伊奈氏らの手によって防災・新田開発などを目
的に、数次にわたって乱流する中小河川を利根川・荒川に集約し、その流路を変
える瀬替えや堤の築堤などが県域各地でおこなわれた。その結果、利根川は東に
導流され、荒川は入間川筋と合流し、旧流路は元荒川となった。

・新編埼玉県史通史編３、
1988　p518-541
・彩の川研究会：埼玉県内
に残る旧堤の調査研究報告
書　2002

110001
-3

埼玉県 埼玉県 西方村（越谷市）は急を要するとき、近村から水防諸品を買い集めていたのでは
水防に間に合わないとして、水防諸品の常備とその置場所（小屋）の設置を御普
請役に願い出た。が、諸般の事情から受け入れられず、一切を自弁で取り計らう
との願書を提出して許された。小屋の建設費を含め、詰め置く一万俵の空俵や二
千房の縄は家別割三割、高割七割の割合いで西方村の全戸数に課して徴収され
た。この水防諸品は文化三年の渇水時悪水流し松圦に使われたが、この使用分は
直ちに補充されることになっていた。文化四年六月の出水には、谷古田用水圦破
損の仮築き止めに五〇〇俵の俵と一四六六房の縄が使われたといわれる。このよ
うな水防備え諸品の詰小屋を自発的に設けたところはあまりなく、珍しい例とい
える。

葛西用水路土地改良区：葛
西用水史　通史編、p464-
465　1992

110001
-4

埼玉県 埼玉県 享和二年の洪水の復旧に対し、幕府は翌年五月、関東河川の川浚いを施工。とく
に八甫（鷲宮町）から上宇和田（幸手市）にかけての権現堂川堤は、御府内第一
の水除囲堤だとして、莫大な費用を投じて権現堂村の切れ所沼を埋め立てたり二
一か所の狐穴を取りつぶすなど、堅固な堤防が築かれた。さらに文政四年松石の
高須賀の堤を段堤にするなど、他に例のない普請が行われたので、権現堂川堤は
享和二年以来、いかなる利根川洪水にも破堤することはなかった。もっとも、文
化六年の大々的な赤堀川の切り広げによる利根川（川妻から権現堂川にかけて）
の著しい水量減のせいもあったであろう。

葛西用水路土地改良区：葛
西用水史　通史編、p451-
452　1992

110001
-5

埼玉県 埼玉県 利根川通り羽生領や権現川通り幸手領では早くより水防組織が組織され、洪水時
には定められた規約にもとづき水防活動を行っていたが、このうち幸手領では明
治四十二年組織規約を改正し、水防活動の強化をはかっていた。従来二名の常設
委員が水防の監督などにあたっていたが、これでは手が廻らないとして、水防委
員を一七名増員させてその受持区域を定め、洪水時にはその受持区域水防人の動
員や監督にあたると改正した。明治四十三年の関東洪水のあとには、被害にあっ
た各地に水害予防組合が結成されていった。

葛西用水路土地改良区：葛
西用水史　通史編、p661
1992

111007
-1

埼玉県 さいたま
市

明治21年の浦和宿大火の折、埼玉師範学校の生徒の活躍が伝えられている。総勢
百余人が本校の警戒、防火、財産保護に尽力した。さらに金15円30銭を拠出し、
罹災救助の先駆をなし、浦和中で評判となった。

浦和市史　通史編Ⅲ

111007
-2

埼玉県 さいたま
市

明治21（1888）年3月15日、浦和宿の常盤町の青物市場から出火し、市街地の２
／３を焼失した（浦和宿大火）。この時、埼玉師範学校の生徒総勢百余人が率先
消火と被災者救助にあたった。郡役所の書類が無事であったのは生徒の功であっ
た。また鎮火前に救助金をも拠出し、宿民の感謝を受けた。

『浦和市史　通史編Ⅲ』
（浦和市総務部市史編さん
室／編　浦和市／発行）
『浦和市史　第四巻　近代
資料編Ⅰ』（浦和市総務部
市史編さん室／編　浦和市
／発行）

132012
-1

東京都 八王子市 恩方村（現在の八王子市下恩方町、西寺方町一帯）では、浅川の氾濫を防ぐた
め、両岸に竹を植えた。また、竹を編んで小石を詰めて、積み上げることによっ
て川筋を変えたり、土手の決壊を防いだりした。

『続　郷土　夕焼けの里』
植松成一　編　平成２年判
文成社
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133-1 東京都 蝦蟇が池―港区元麻布2丁目にある池は、江戸幕府5000石の旗本山崎家の屋敷内
にあった。ある夜、中間が夜回りに出たとき、大がまが現れ中間を食い殺してし
まった。当主が怒って退治を決意して寝た晩に、がまは白衣の老人となって夢枕
に立ち、罪をわびた上で、今後当家の防火に尽くすと誓った。文政4年（1821）
の火災で延焼したとき、くだんのがまが池中から出現して、口から水を吹き、つ
いに旗本屋敷を守りおおせた。山崎家では防火のお守と火傷にきく護符を出した
ところ大変な人気となり、お札にかかれた「上」の字から「上（じょう）の字
様」と呼んで珍重したという。麻布消防署によると、今もなお消防用水としての
期待があるといわれている。

港の文化財第4集　1968、
東京市史蹟名勝天然紀念物
写真帖第2輯　1923

133-2 東京都 関東大震災協力防災の地―水道が途絶したなかで、豆腐屋、魚屋、八百屋などが
持っていた井戸の水を町民のバケツリレーで消し止めた顕彰碑が千代田区立佐久
間小学校にあり、東京都の旧跡に指定されている。9月1日午後4時神田方面、当
日夜8時秋葉原方面、翌日午前8時蔵前方面と3度にわたる猛火を完全に消し止め
た。町民は結束して避難よりも延焼を防ぐ努力を優先し、36時間に及ぶ町民の集
団的奮闘による不眠不休の努力で、下町の焼野ヶ原の真只中に、1600余戸の民家
と、衛生試験場、病院、小学校等の公共建築物と米穀倉庫が焼け残った。

千代田区史中巻　1965、
新編千代田区史通史編
1998、　東京震災録別輯
1927

133-3 東京都 寛政3年（1791）の台風による大津波で、家屋倒壊・溺死者多数を出した現在の
江東区木場1丁目・牡丹3丁目周辺は、将来再び斯かる災害のあるべきことを恐れ
た幕府により、東西285間、南北30間、5,467坪を幕末まで空地として家作を禁止
した。空地の両端の北地点に波除碑を寛政6年（1793）に建てられており、その
撰文は屋代弘賢といわれている。この碑文は東京都指定有形文化財（歴史資料）
として指定されている。

東京市史蹟名勝天然紀念物
写真帖第1輯　1922、　江東
区史跡散歩　1992

142034
-1

神奈川県 平塚市 金目川にある大堤・柳堤・片岡堤などの堤防は、近世に金目川を用水利用する28
か村の村々が組合を作り、修復工事を行ってきたということが今日に語り継がれ
ている。

『平塚市史』9巻

142034
-2

神奈川県 平塚市 旧金田村では増水時に鈴川の土手を守るため、対岸の旧豊田村と土嚢の積み比べ
をして土手が切れるのを防いだ。戦後も行われている。

口伝

142034
-3

神奈川県 平塚市 金目川沿いの村々では川が増水すると半鐘を鳴らし、水防団が土嚢を積んだり、
ナガシを設置したりして土手を護った。その時は下流の村々も水防作業に出た。
上流の村の土手が切れると下流の村も水浸しになるからである。

『平塚市民俗調査報告書』
４

142182
-1

神奈川県 綾瀬市 綾瀬市域では昭和42年に現在のような消防の分団が組織された。それまでは地区
ごとに13分団が置かれ、1戸から1人の男性が加入していた。25歳で青年会・青年
団を脱退すると、親に代わって消防団に入ったという。各戸から1人が入るとい
うことは、消防という共同防備は、全戸が等しく担うという考え方が背後にある
のがうかがえる。

『綾瀬市史8(下)　別編　民
俗』

142182
-2

神奈川県 綾瀬市 川の氾濫がないように区や講中で浚渫をした 『綾瀬市史民俗調査報告書2
吉岡の民俗』
『同3深谷の民俗』
『同4上土棚の民俗』

15218-
1

新潟県 五泉市 1945年4月16日午後0時20分頃、民家から火災が発生し、焼失戸数799戸、死者1
名、罹災者4,053名の大災害となった。
当時は、第2次大戦中による戦時統制経済のため、配給制が実施され、個人の力
では復興の資材も調達できない状況であった。このため、五泉町（当時）当局
は、復興のために1家族5人以下、1戸15坪という標準家屋、現在で言えば仮設住
宅を建設するための資材を政府から配給などによって調達しようとした。
現在では、個人が行政の支援を受けて住宅を復旧したり、自治体が被災者用の仮
設住宅を建設することがあたりまえとなっているが、戦時下という特殊な状況下
で自治体が国・県と協力して被災者支援に当たった事例である。

五泉市『五泉市史　通史
編』、『五泉市史　資料編
四』、『五泉市地域防災計
画』

182010
-1

福井県 福井市 福井地震による被災地への救助活動は、県、市及び発足間もない消防本部などを
中心に行われたが、婦人会の人々が夜を徹して沢山の握飯を作り、箱に詰め、消
防団や青年団員等が県市の対策本部へ送ったことや、救護隊を結成し、熱心な看
護をしたことなど、部落、農協、婦人会その他の団体が取り組んだ例が語り継が
れている。

福井烈震誌

182028
-1

福井県 敦賀市 昭和２１年１０月２日におこった「刀根の大火」は村中を焼き、人々のダメージ
は大きかった。これ以降防災の為に、村では当番を決めてバケツを持って交代で
見回る、くわえタバコをしないなどの対策をとっている。

添付資料３－１　敦賀市東
愛発小学校『わたしたちの
ふるさと刀根　杉箸』昭和
５８年３月１５日　敦賀市
民運動推進協議会　Ｐ５９
～６３

182028
-2

福井県 敦賀市 明治時代に二回おこった杉箸の大火を反省し、「節倹法総則」というきまりを
作ったり、交代で当番を決め見回ったりなどの対策をしている。

添付資料３－２　敦賀市東
愛発小学校『わたしたちの
ふるさと刀根　杉箸』昭和
５８年３月１５日　敦賀市
民運動推進協議会　Ｐ４９
～５１

182028
-3

福井県 敦賀市 敦賀市白銀近辺では昭和１５年ごろより大火が続発した為、火のおこらない事を
願い「白銀神社の火祭り」を行っている。特に具体的な防火準備をするわけでは
ないが、防火意識を高める民俗行事として注目できる。

添附資料３－３　（「ふる
さとの伝統行事」編集委員
会『ふるさとの伝統行事』
平成７年３月２２日敦賀ラ
イオンズクラブ教育レクリ
エーション委員会　Ｐ２
１）
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182028
-4

福井県 敦賀市 江戸時代に五幡でおこった火災が元になり「五幡の火祭り」ははじまったと言わ
れている。防火意識を高める民俗行事として注目できる。

添附資料３－４　「ふるさ
との伝統行事」編集委員会
『ふるさとの伝統行事』平
成７年３月２２日敦賀ライ
オンズクラブ教育レクリ
エーション委員会　Ｐ５

182061
-1

福井県 勝山市 走りやんこ（勝山市指定無形民俗文化財）　走りやんこは江戸時代の後半に始ま
る。防火訓練を兼ねた早駆け「勢揃い」に由来する。現在、勝山大火（昭和２９
年４月１３日）を記念して行われる春季消防演習のあとに、６組対抗のリレー競
技として実施されている。この走りやんこは市民に広く親しまれ、防火意識高揚
に役立っている。

勝山市史　第１巻　風土と
歴史　昭和４９．９．１
（１０８９ページ）

182061
-2

福井県 勝山市 安政2年（西暦1855年）勝山藩主小笠原長守公の時、家老林芥蔵は藩主の講武場
に充てるため、字長山を開墾するにあたり、当時の消防組（飛組という町廻り
番）を青・赤・黄・白・黒の五色に編成せしめ、昼夜総動員を命じ完成させた。
（これが現在の長山公園）　これを記念し、毎年春季消防演習（4月13日）に消
防組員（現在の消防団員）の士気高揚と体力錬成を兼ね、まといリレーを行って
いる。本町3丁目から長山公園までの15区間（2.3㎞）、又、栄町4丁目から15区
間（2.6㎞）を毎年交互にスタート地点を変え、中継点を設けて実施している。
なお、現在の消防団編成は12ヶ分団のため、当時5色組の各色に茶色を加えて6
チームとし、2回に分け実施している。また、昭和56年4月に市の無形民俗文化財
に指定され、古き良き伝統を後世に伝承し市民の心の糧となっている。「まとい
の重さ2.75㎏、長さ1.50ｍ」

勝山市史　第１巻「風土と
歴史」

182095
-1

福井県 越前市 現在の武生市旧市街地部（往時の福井藩府中領）では、度重なる大火の苦い経験
から明和6年（1769年）に169人からなる町火消党を組織し「お頼申火消組」と称
した。この町火消党は異常乾燥時や強風時は、夜通し巡回警戒するほか毎年3月
に「いろり改め」と称し町屋の火の元点検を実施した。なお、この火消組は明治
になり、消防組とされた。

武生市史（概説編）P330～
331

183652
-1

福井県 春江町 九頭竜川東岸は、福井藩が日野川と合流する河合村高屋（現福井市）まで築堤し
たが廃藩置県で工事が中断した。このため下流には、堤防ができず洪水のたびに
大きな被害がでた。明治４年頃、大牧村の坪田仁兵衛を中心に国へ陳情、明治３
１年３月着工、明治３１年７月竣工し、現在のような形となった。

春江町史　昭和４４年５月
３日発行（春江町史編纂嘱
託　斎藤興次兵衛編集）

192058
-1

山梨県 山梨市 山梨市の南部に位置する日川地区は重川、日川に挟まれた地域で昔からの水害に
悩まされてきた。中でも明治４０年８月の水害は被害が大きく、２７１戸もの家
屋が流失した。その際、水防作業中の消防組員１名が激流に巻き込まれ尊い命を
失った。この時から、下栗原区の消防組は堤防の決壊を防ぐ川倉を安全な場所で
組み立て、目的の位置に投入する「大川倉横結組立法」の研究を始め、大正５年
にその組立法が完成した。その後、この水防技術は受け継がれ、水害時の堤防決
壊を防いできた。近年では、昭和５７年８月、台風１０号の大雨の際は日川の堤
防が崩れかけ破堤しかけたが、川倉を２基投入したため決壊を免れた。現在でも
毎年１月の消防団出初式では、下栗原区を管轄する日川分団第一部消防団員と日
川小学校児童による「大川倉横結組立法」が披露され、その水防技術は受け継が
れている。

山梨市民俗調査報告書「日
川の民俗」

201-1 長野県 原佐久市で聖牛による水防法 「長野県史通史編近世二」

202011
-1

長野県 長野市 「割り地」制度　明和９年（１７７２年）から千曲川河川敷き内の耕地を、１０
年に１回割り替えする制度「割り地」（ところによっては積割り、高割り、株割
りなどの呼び名がある）が行なわれている。この制度は、河川の氾濫によって被
る土地の損害を土地の所有者、耕作者が共同で負担しようとした農民の知恵であ
る。一方、領主の側からすると、水害を一刻も早く復旧させたいための方法でも
あったと思われる。

「ふるさと朝陽」２００３
年

202011
-2

長野県 長野市 「割り上げ」制度　大規模な地すべりや長期間地面が動き続けたりすることによ
る田畑の面積の増減を、耕作組合の共有地１６６ａを組合員１２人で分割するた
めに、１０数年に１回耕地内にある不動の大岩２個を基準点とし、祠、ヤナギ、
カキの木などに目印を付けるなどして基準線を定め、測量をやり直して田畑の割
り戻しを行う。地元ではこの地割り制度を「割り上げ」と呼んでいる。過去には
境界問題が発生して、しばしば論争が起きた。地元「論地」の地名は、地すべり
のため論の絶えないところから命名されたとも伝えられている。この「割り上
げ」制度は全国的にも珍しいようですが、現在は地すべり防止工事が進んだため
に行われていない。

「七二会村史」１９７１年

202011
-3

長野県 長野市 「亀甲型石張の水制」　長野市川中島地区は、犀川の度重なる氾濫に悩まれてき
た土地です。このため江戸時代頃から、堤防によってきた川の水の流れを、川の
中央へ押し返すために堤防から川へ向かって突き出し（現在の水制）をつくり、
そこへ亀甲型の石張したものがつくられたという。現在その内の１か所が残り桜
並木となり、花見の季節は見物客で賑わっている。端には水除けの稲荷社が祭ら
れている。この亀が、犀川の犀口辺りから川下の方までいくつも取り付けられて
いて川上の方から「甲州亀」「松代亀」「石川亀」「大亀」「十五軒亀」「新
亀」などと名づけられていたという。稲荷社はもともと「新亀」の先端にあった
という。「甲州亀」「松代亀」「石川亀」などの先端に祭られていたという金比
羅社、熊野権現社、稲荷社は近くの神社に合祀されたいう。今では犀川は何事の
なかったように流れているが、地元では、堤防や亀張り、堰などを作って水を治
めてきた先人の願いを忘れないように、稲荷社などで神事を執り行っている。

わたしたちのふるさと＝川
中島＝　長野市立川中島小
学校　1991年

213411
-1

岐阜県 養老町 木曽三川下流部では、豪雨の度に木曽川の水が揖斐川に流れ込んで大きな災害を
起こしていた。現在の岐阜県海津市海津町油島において、宝暦３（１７５３）年
１２月、幕府は薩摩藩に治水工事を命じ、同藩は宝暦４年春から翌５年３月にか
けて両河川合流部に喰違堤を築造した。しかしこの工事によって多数の犠牲と多
額の工費を費やしたため、総奉行の平田靱負は責任をとって自刃した。現在は役
館跡が県指定史跡として残されている。

養老町史　通史編
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212-1 岐阜 白川村では、当番制で拍子木を打ち鳴らしながら、火の用心を1軒ずつ呼びか
け、返事を確認してまわった。現在でも、貯水槽・放水銃・消火栓が各所に配置
されている。

『特集と年表でつづる「ひ
だ　みの」の災害　岐阜県
災害史』岐阜新聞社、平成
10年3月刊行

212-2 岐阜 旧徳山村山手地区では、昭和17年に全集落を焼き尽くす大火があり、これ以後火
番制ができ、1日交替の当番が日に4回、集落の中を拍子木を叩いて回り、火の用
心を呼びかけていた。このような火番制は全集落で行われたが、櫨原では火番の
時は主人が仕事を休んで巡視するほどの重要な役目であった。

『特集と年表でつづる「ひ
だ　みの」の災害　岐阜県
災害史』岐阜新聞社、平成
10年3月刊行

212-3 岐阜県 高山町では、幾度も大火に見舞われており、防火体制を整えていった。天明3
年、高山御役所は大工・木挽の者152人を火消方とした。文化11年、郡代元締の
発案で、火の用心の夜回りが始まった。文政12年、町内3箇所に火の見やぐらが
設置され、用水が修繕された。同13年、高山の火消人足持道具についての詳細が
報告された（5組総勢389人）。天保年間、秋葉講・神明講・いろは組など8組が
結成（のち10組）。総勢1500人。嘉永4年、組頭一同相談のうえ、江戸より龍吐
水50挺を購入。明治27年、消防組規則の公布。「高山消防組」となって組織改
編。消防手360人。

『特集と年表でつづる「ひ
だ　みの」の災害　岐阜県
災害史』岐阜新聞社、平成
10年3月刊行

213-1 岐阜県 油島千本松締切堤（あぶらじませんぼんまつしめきりづつみ）　木曽三川下流部
では、豪雨の度に木曽川の水が揖斐川に流れ込んで大きな災害を起こしていた。
現在の岐阜県海津郡海津町油島において、宝暦３（１７５３）年１２月、幕府は
薩摩藩主に両河川の治水工事を命じ、同藩は宝暦４年春から翌５年３月までかけ
て両河川合流部に喰違堤を築造した。この工事は非常な難工事で、多数の犠牲者
を出し、多額の工費を費やしたため、総奉行の平田靱負は自刃した。　当時、平
田靱負の指揮で堤防上に植えられたたくさんの松が帯状をなし、「千本松原」と
称され、当時の築堤の苦労をしのぶよりどころとなっている。江戸時代中期の治
水工事を知る上で貴重な遺跡であり、昭和１５年、国の史跡に指定されている。

『海津町史』海津町教育委
員会１９８４

213-2 岐阜県 大藪洗堰跡（おおやぶあらいぜきあと）　木曽三川下流部の岐阜県安八郡輪之内
町新河原には、かつて長良川から分流して揖斐川に注ぐ大藪川が存在した。この
川はいったん出水すると流域に甚大な被害を及ぼした。この水勢を緩和するため
に、油島千本松締切堤と同時期に薩摩藩によって堰堤が築造された。明治３２年
に大藪川締切堤の完成まで制水の役割を果たしたが、現在は河道自体が地表から
姿を消した。

岐阜県指定文化財調査報告
書　第５巻岐阜県教育委員
会１９６２

222-1 静岡県 静岡県浅羽町付近の遠州灘一帯の村々は地盤が低く、しばしば大規模な高潮・洪
水に襲われたため、それを契機に人工的に小山を築いて緊急避難場所としてい
た。浅羽町中新田・大野・東同笠などでは「命山」あるいは「塚」と呼ばれるも
のが多く、屋敷の中や裏に７、８軒の単位で築かれている。塚の上には稲荷など
の神仏が祀られており、本来は地の神的性格を持つ水塚ではないかと考えられる
が、近世の記録には領主によって築かれたものだとしている。

静岡県：静岡県別編２自然
災害史、１９９６

222-2 静岡県 天竜川下流域の静岡県磐田郡豊岡村広瀬や野部には、かつて「水防組合」があ
り、ムラ役として各戸から１名ずつ出て水防にあたっていた。非常時だけではな
く、常時堤防の管理や水防倉庫の器具の管理を怠らなかったという。

静岡県：静岡県別編２自然
災害史、１９９６　豊岡村
史編さん委員会：豊岡村史
資料編三考古・民俗、１９
９３

232025
-1

愛知県 岡崎市 嘉永５年８月天白切れの折、六名・天白・赤渋・中之郷・青野・中青野・高橋・
三ツ木の各村人により「カブキ止メ」という工法で澪止が行われた。

「六ツ美村誌」Ｐ１６　添
付資料３－１

232319
-1

愛知県 田原市 嘉永７年（１８５４年）１１月４日におきた安政東海地震による大津波で激甚な
被害を受けてから、堀切村や日出村では、村の南側の浜辺に面して築かれていた
津波除けの堤防の補強に努めるようになった。特に日出村では、地元特産のいの
貝やかきの殻を積み上げていったので、今でもこの堤を『かいがらぼた』と呼ん
でおり、近年まで子ども等がこの上で遊ぶのを、年寄達は嫌っていた。この堤防
は所々破損されてはいるが、今でも日出海岸より元フラワーパークの東駐車場の
南端を経て堀切海岸の浜藪の中に健在である。

愛知県南部：渥美町の民族
探訪、２００１（２１１
ページ）

232327
-1

愛知県 愛西市 重田堀はジュウデンボリ、カサネタといい、昭和53年まで諸桑の日光川と目比川
合流部の三角地帯に六町八反歩ほどあった。木曽川下流の低湿地では昭和34年の
伊勢湾台風で壊滅的な打撃を受け、間もなく姿を消しており、おそらく、尾張平
野では最も遅くまで残っていた堀田であろう。日光川の開削によって、排水が悪
くなり、水につかって農作物ができなくなった。そこで、旧田面を掘り起こし
（掘って深くなった部分を掘潰れといい、用水面になった）、その土を脇の田に
上げ（重田という）所々に溜池を設け（河川への排水が不能なときは悪水をこの
溜池に溜めた）、稲の栽培を可能にしたのである。

「佐織町史通史編」587ペー
ジ
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組織による防災に係る取組み

事例No
都道府県
名

市町村名 回答 出典（添付資料）

232-1 愛知県 庄内川　ヨゲ堤とクイチガイの杁　　中切に溢れた上条用水の水を防ぐために、
松河戸の上流側の庄内川堤防から河川敷の反対側の中切境に堤防が張り出してい
た。これをヨゲ堤（余水堤防）といった。ヨゲ堤の高さは3、4メートルはあっ
た。昭和32年頃に上流側から撮影した写真を見ると、堤防の上に松河戸の民家の
屋根のみが見える。ヨゲ堤の庄内川本堤側には上手に溜まった余水を排水するた
めのイリ（杁）が設けてあった。杁は下流側に開く観音扉になっていて、上流側
が増水すると扉が開いて排水することができた。庄内川が増水すると扉は閉じ、
水の逆流を防いだ。庄内川堤防はヨゲ堤を設けた部分のすぐ下手で切れており、
ヨゲ堤の杁の集落寄りの部分から庄内川堤防が下流側に続いている。堤防が連続
しない、このようなクイチガイ（食違い）の堤防と杁の構造に対する地元での名
称は聞かれなかった。この場所には現在東名阪自動車道が通っており、その工事
によって旧状を留めていない。クイチガイの杁は集落下手の松河戸地内にも設け
てあった。両者を「東ヨゲ堤」「西ヨゲ堤」といって区別していた。西ヨゲ堤と
杁の構造は東ヨゲ堤のクイチガイ堤と似ているが、ヨゲ堤は集落西の水田地帯を
包み込み集落に接する部分まで続いていた。この辺りの水田をソブイケといい、
湿地帯でよく水に浸かった。西のクイチガイ杁は松河戸地内に溜まった余水を排
水するためのもので、ここも東ヨケ同様、観音扉になっていた。こちら側は改修
されているが、旧状を窺うことができる。両クイチガイ杁がいつできたかはよく
分からない。年代不詳近世後期の「春日井郡松河戸村内絵図面」（『新修春日井
市近世村絵図集』昭和63年3月、150～151頁）にも堤防が寸断されている状況が
描かれている。西のヨゲ堤の中ほどに十五の森跡がある。ヨゲ堤は春日井市南部
浄化センター南部ポンプ場の辺りまであった。この北側を字堤越というのはその
ためである。そこはスイリ（砂入）が多かった。砂入という田もあった。元はさ
らに東の集落境を庄内川堤防まで続いていたという。これよりさらに古い時代に
は南部ポンプ場から北の集落をまくように堤防が延びていて、現在の集落の中ほ
どを通り、道風公園の辺りからその南の庄内川堤防に繋がっていたという。古い
時代の集落はこの旧堤の東、現在の河戸島、門田島の辺りであったともいう。

春日井市松河戸町
/2000/11/12/伊藤良吉調査

232-2 愛知県 庄内川　水害への備え　　庄内川が増水すると、堤防にあがって、常に水の動向
を気にしていた。もしも水が流れてきたらどうしろということは、親から言い聞
かせられていた。庄内川が松河戸で切れるということはなく、桜佐切れ、下津切
れと言われるように、上流で切れた。上条などは毎年のように水害に見舞われて
いたという。堤防には松が植えられていたが、これは「流し松」といい、増水す
ると伐って堤防に横たえ、水が直接に堤防に当たらないようにした。このほか、
水害に備えた二六工法という工法があったという。

春日井市松河戸町
/2001/01/27/服部誠調査

233-1 愛知県 安永（嘉永）東海地震の大津波発生後、渥美町の太平洋岸（堀切～日出地区）に
かけて、人家や先祖伝来の田畑を守るために、浜に沿った防潮林の中に波除け堤
を長い年月かけて築いてきた。地元（日出地区）では、特産のいの貝やカキの殻
をその都度積み上げてきたので、「かいがらぼた」と呼び、昭和３０年代くらい
まで大事にされてきた。現在は所々が失われてはいるが、日出海岸より堀北海岸
の浜藪の中に所在している。

清田治「渥美半島における
嘉永東海地震の実状‐現存
する災害記録から‐」
『研究紀要・第７号』渥美
半島郷土資料館　平成１５
年３月

242071
-1

三重県 鈴鹿市 女人堤防　添付資料３－１参照 鈴鹿市史

242071
-2

三重県 鈴鹿市 お龍の人柱　添付資料３－２参照 鈴鹿市史

254835
-1

滋賀県 虎姫町 安政５年（１８５８）、田川の水害に苦しめられていた虎姫関係諸村では、田川
筋に逆流を防ぐ水門を設け、さらに田川を上流で分流して新川を造り、高時川の
底に木製の伏樋を通して、田川を直接琵琶湖に注がせるという工事を幕府に願い
出た。この陳情は、時の大老・井伊直弼に受理され、安政７年（１８６０）から
工事に着手、文久元年（１８６１）に全工事の完成をみた。工事に先立ち、実物
を十分の一に縮小した逆水門模型が作られ、これを使って実験が重ねられたとい
う。明治以降の河川改修により、逆水門は消失したが、先人の筆舌に尽くせぬ苦
労と努力の跡は、今も模型に刻みこまれている。・田川逆水門模型（虎姫町指定
文化財）

・『三十年後の虎姫』（田
中豊文著　大正１２年８
月）
・『田川沿革誌』（滋賀県
長浜土木事務所　平成７
年）
・『東浅井郡志』（黒田惟
信　昭和２年）

254835
-2

滋賀県 虎姫町 明治維新の混乱期、田川の水害に苦しめられていた月ヶ瀬村の前田荘助、唐国村
の野村太兵衛、田村の宮島甚助、酢村の国友長左衛門ら四氏は、田川の改修工事
の実現のため東奔西走した。そんな努力の甲斐があって明治１５年、「田川治水
工事計画案」がようやく滋賀県議会に取り上げられたが、予算等の問題で否決。
翌年、再度計画案が提出されるも、またも否決された。しかし四氏の熱意に打た
れた時の県令・籠手田安定は原案執行により、工事の着手を認め、明治１８年に
レンガ・石積造りの洋風アーチカルバートが完成。のちに虎姫四か村の人びと
は、四氏の功労を永く後世に伝えるため、「田川治水功労者の碑」を建立した。

・『三十年後の虎姫』（田
中豊文著　大正１２年８
月）
・『田川沿革誌』（滋賀県
長浜土木事務所　平成７
年）
・『東浅井郡志』（黒田惟
信　昭和２年）

262013
-1

京都府 福知山市 戦争の教訓から水害時でも町内単位、隣組単位で活動していた。 福知山市治水記念館会長よ
り

263664
-1

京都府 精華町 江戸時代、木津川沿岸の村々は、木津川の増水状況を管理する体制を共同して作
り、相互に情報を提供しあって、洪水の危険に迅速に対処していた。木津川西岸
では、相楽郡菅井村や祝園村など8ヵ村が組合を組織し、木津川の水位を綴喜郡
薪村（現京田辺市）の京都代官の出先役人宅まで報告していた。

精華町史編纂委員会『精華
町史　本文篇』1996年、
p.555-556

263664
-2

京都府 精華町 江戸時代、木津川流域には花崗岩のはげ山が多く、大量の土砂が河川へ流入して
天井川化が進行していたため、洪水が発生しやすくなっていた。そこで、江戸幕
府は淀川水系に土砂留制度を設け、近隣大名に命じて、郡ごとに山の管理を行わ
せた。相楽郡は伊勢国津藩藤堂氏が奉行を担当し、植樹や堰の設置などを行い、
砂防に努めていた。

精華町史編纂委員会『精華
町史　本文篇』1996年、
p.556-558
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組織による防災に係る取組み

事例No
都道府県
名

市町村名 回答 出典（添付資料）

263664
-3

京都府 精華町 相楽郡狛田村では、明治23（1890）年、「水防条例」を制定した。村内を三つの
組に分け、満17歳より50歳までの村内居住男子が水防人の義務を負った。水防人
は40歳までを常備、50歳までを予備と定めていた。また、木津川や煤谷川で出水
が激しく、決壊の恐れがある場合には、若王子の大鐘などを連打して非常信号と
していた。

精華町史編纂委員会『精華
町史　本文篇』1996年、
p.693-964

262-1 京都府 木津川の最下流近くに架けられている上津屋橋は、通称「流れ橋」とよばれてい
る。この橋は最初から流れることを計算して作られており、増水時には橋板が流
れることにより、流木やゴミなどの蓄積による堤防決壊を未然に防いでいる。

城陽市歴史民俗資料館『木
津川と流れ橋』1997 p17-19

262-2 京都府 江戸時代の京都は、火災に対して個々の町（約１９００町）でも町人自らが火の
用心を心掛け、時には守るべき事柄等が町の規約に明文化されていた。消防体制
として近隣の亀岡、淀、篠山、高槻の４藩交代による大名等の火消体制が数百年
にわたって実施され、火の見櫓から煙が見えると出動を繰り返していた。

「京都と火災」（京都市
『京都の歴史６伝統の定
着』京都市史編さん所、昭
和４８年）、丸山俊明「火
事場における指揮権につい
て」（「日本建築学会計画
系論文集」第５７３号、２
００３年）、「京都火之御
番諸事覚」（当館蔵「及川
家文書」内＊「京都府立総
合資料館紀要」＜第７号、
昭和５４年＞に翻刻）等

282-1 兵庫県 江戸時代後期、豊岡藩士が二宮尊徳の教えに基づき、円山川の治水対策について
意見を述べた。同藩はその意見を取り入れ、治水事業に取り組み、円山川の水深
を測定した図面を作成した。

豊岡市立図書館蔵古文書

313-1 鳥取県 米子の町を洪水から守るため、因幡街道の勝田村の境に築かれた。長さ１６０
ｍ、幅１５ｍ、高さ３ｍ。設立の時期は明らかではないが、土手の上に元禄３年
（１６９０）の年号のある一字一石塔が建立されているので、江戸時代の初めご
ろとみられる。

米子市発刊『新修　米子市
史　第二巻　通史編　近
世』

345016
-1

広島県 神辺町 神辺町大字東中条を源流とする堂々川は表土が流出しやすい土質のため古来より
度々災害に見舞われている。江戸時代福山藩は藩の重要施策として、広域にわた
り砂防工事を実施しており、堂々川を含め“砂留”と呼ばれる砂防ダムを築造し
ている。堂々川流域には11基の砂留がありますが、堂々川6番砂留は天保6年
（1835）施工の記録がある古い砂留で規模も大きく、城壁を思わせる石垣は今も
健在で、往時の技術の確かさを示しています。現在、この6番砂留めの上流部の
堆砂敷を利用し公園を作り町民の憩いの場となっています。また、この砂留群を
活かしながら周辺の環境との調和を図った砂防事業が県により現在もおこなわれ
ています。　潼々谷餘滴（とうとうたによてき）には「安那の海は彌砂の海とな
りにけり　川とは見えす埋もる砂留」「年々にかく埋れ来て行末は　いかにやな
らんせくすべもなみ」と歌われておりこの地域の人々と砂との長い闘いの歴史を
偲ばせている。この歌を刻んだ石碑が公園内に設置されている。

・福山上博物館所蔵「三谷
家文書」の中の天保年間の
砂留普請記録
・潼々谷餘滴（とうとうた
によてき）

343-1 広島県 三次盆地中心部では，北・東・南から西城川・馬洗川・可愛川が合流し，江の川
となって北西に流れる。これらの合流点の北側に，近世初頭には三次町が成立・
発展する。この三次町の東・南・西の三方にできた自然堤防に，以後，人手が加
えられて堤が築造された。この堤防は，大雨による水害から三次町内を幾度とな
く守ってきた歴史の証人として，人々に親しまれてきた。

旭堤調査委員会編『旭堤並
びに旭町町並み調査報告
書』平成３年

351-1 山口県 明和２年（1765年）現在の岐阜県木曽川・大槫川・長良川（木曽三川）で水害が
多発し、同年地元普請で復旧工事を行ったが対処できなかったため、翌年幕府は
御手伝普請を長州萩藩とその支藩岩国藩及び小浜藩に命じた。　長州萩藩、岩国
藩等の記録によれば、明和３年の御手伝普請は、千人を超える藩士が工事の進捗
にあたり、大槫川洗堰（２００メートルの石積堰）の全面改修を含んでいた大型
普請と推定される。　錦帯橋を建造していた岩国藩は、橋梁の橋脚、橋台を築造
する高度な石組、石敷技術を持つ「穴生（あのう）」と呼ばれる石工技術陣を有
しており、その技術が、石積堰である大槫川洗堰の改築に活用されたと伝えられ
ている。

長州藩御手伝普請及び大槫
川位置図（山口県立文書館
所蔵）

361-1 徳島県 明治２５年、降り続いた大雨により高磯山が崩壊し、那賀川に天然ダムができ
た。この天然ダムの決壊の危険を、上那賀町からの飛脚が下流の各町村に伝え、
各町村では住民を高台に避難させた。また、各町村が見張りを配置し、決壊が始
まると鉄砲等で情報伝達をすることにより、人的被害はほとんど出なかった。自
然災害における情報の重要性を示している。

西崎家文書、那賀川史（中
西長水著）上那賀町史、鷲
敷町史、阿南市史等にも記
述あり

373222
-1

香川県 土庄町 小江村では江戸期から若者たちで村内の消防・海難救助・道普請・波止普請など
を組織的活動として行っていた。明治中期ごろ以降、活動を統轄し、共通理解を
得るために「言い聞かせ」という不文律を設けて暗唱させていた。現在でも若者
組が青年団活動を継承して「言い聞かせ」の一部も暗唱することになっている。

・語りつぎたい讃岐老人の
知恵　財団法人（香川県老
人クラブ連合会）　昭和５
９年３月発行（資料３－
１）　　・小豆島小江の若
者組　土庄町文化財保護委
員会　昭和５７年５月３０
日発行（資料３－２）
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組織による防災に係る取組み

事例No
都道府県
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市町村名 回答 出典（添付資料）

392081
-1

高知県 宿毛市 宿毛総曲輪とは河戸堰から下流の松田川右岸と、中新田から貝塚に至る宿毛をと
りまく堤防のことである。この総曲輪と河戸堰は、ともに土佐藩奉行野中兼山の
指導のもとに行われた工事で、現在でも宿毛の生命線となっているほどで、宿毛
にとっては極めて重要なものである。宿毛総曲輪並ぴに河戸堰ができたのは、万
治元年であり、野中兼山の命で幡多郡七万石の全地域より人夫を集め、宿毛の侍
達がその監督に当って工事を行なったのである。この総曲輪は、宿毛字河戸上か
ら同字廻り角までの延長２８００メートル、幅員６～１０メートル、高さ４～６
メートルの大規模のものである。特に宿毛字河戸上から同字伊部までの間３００
メートルには、堤防と川岸との間に竹を植えて堤を補強し、同字新善寺から同字
宗尾までの間９００メートルには、松田川岸から１８０メートル後方の旧牛の瀬
川岸に堤防を築いて、この間を洪水の緩衝地とした。さらに宿毛の安全を計るた
め、水勢を宿毛対岸の和田、坂ノ下地域にはねかえすようにした。宿毛側の護岸
におこんばのはね(字東本城山東岸)渡場のはね(字伊部)堂の前のはね(字松右衛
門屋敷)かぷとばね(字八反地)などのはねを設けた。はねというのは水勢をはね
かえす突堤のことである。

『宿毛市史』（昭和52年3月
20日宿毛市教育委員会発
行）

422011
-1

長崎県 長崎市 昭和38年11月、市中心部から遠隔で、家屋密集度の高い式見町に、家庭を預かり
火を扱う機会の多い主婦が中心となった｢婦人防火クラブ｣を発足させた。当該地
区では、漁業により生計を立てている家庭が多かったことから、海に漁に出てい
る男性に頼ることができない。こうしたことから、残される女性だけで初期消火
などを行うことができるように自主的な防災組織を結成した。婦人防火クラブの
はしりとなった地区である。

長崎消防のあゆみ

423-1 長崎県 天明７（1787）年２月、奉行所、各町に火事場道具（竜吐水・手桶・水籠・鳶
口・大鋸・竹梯子・大団扇・火の粉消し）を備え付けさせる。

市制百年長崎年表編さん委
員会編集：市制百年長崎年
表，1989年

423-2 長崎県 文化９（1822）年11月18日、奉行所、町火消し担当区域を定め、１町あたりの火
事場道具（前掲）の内容、個数なども規定する。

市制百年長崎年表編さん委
員会編集：市制百年長崎年
表，1989年

462187
-1

鹿児島県 霧島市 1993年8月1日の平成5年鹿児島豪雨災害により，旧国分市では山がけ崩れや土石
流による災害が発生し，７人の尊い命が犠牲になったが，旧国分市姫城地区では
集落の背後のがけが崩れ，土石流が発生，流れ出した土砂により7棟が押しつぶ
されたが，1人の犠牲者も出さなかった。これは，自主防災組織による事前の非
難活動が効を奏したことによる。この組織は姫城防災会と呼ばれ，月1回の危険
地の防災点検や災害知識の普及，防災情報の広報などの取り組みを行っている。

鹿児島県霧島市：国分郷土
誌

471-1 沖縄県 屋敷の周囲に福木を植えるという習慣は、防風、防火、将来の再建築のとき、建
築材とするなどという、一石三鳥の効用があり、我々の先祖の残した非常に優れ
た知恵の１つであると思われる。

牧野　清著『八重山の明和
大津波』
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